



















































































































1.人気 53 (うち「大-J 8) 
好評 26 (うち「大-J 4) 
名声 12 







2. 巨利 7 
巨富 l 
3. 勝利 7 (うち「大-J 3) 























びっくりデータ情報部『テレビの裏側打ち明け話~ (河出書房新社， 1994) 
(10)任天堂は、ゲームセンターで大人気を博した「ドンキー・コング」をぶつけて
きた




























中野不二男『アボリジニーの国~ (中公新書， 1984) 
(12)名声を博するというには程遠い。
中村紘子『ピアニストとしづ蛮族がいる~ (文春ウェブ文庫， 2001) 
(13)兵器として人気を博するには至らなかった。































戸板康二『新ちょっといい話~ (文春ウェブ‘文庫， 2000) 
このような例を見れば、「博するJの語義は、むしろその行為の大規模さ、広汎さに求める
べきであろうと考えられる。「博する」の現代語の語義として「広めるJを認めることは無理
があるし、通時的な考察は本稿の範囲を越える、しかし、共時的にのみ考えても、形態素「博J
は「博学J、「博識J、「博覧j、「博愛Jに現れ、人名「ひろしJにも使われることから、形態
素「博」に「広い、広範囲のJといった意味を認めることができる。しかも、具体的な面積
の広さではなく、抽象的があまねく、申し分なく全体に及ぶさまを表しているのである。
動詞「博するJもそれとの意味的なつながりを有していると考えておくことに無理はなく、
全く自然である。結局、「博する」を取り出して語義を記述するとすれば、「申し分なく、広
い範囲で、全体的に行われるj となろう。「申し分なく Jは「主体にとって好意的に、利益に
なるようにj と近い。これによって、 r，..，_，を博するJが取る目的語の範囲について、無理のな
い説明が可能になる。
「博するJの意味が大規模さを明示するところにあるので、それに疑問を挟んだり、否定
したりすることはあまり起こらない。これが「博するJが疑問文や否定文に現れにくい理由
である。
5 慣用句と自由な結合
語葉項目には、慣用句という種類がある。例えば、典型的な慣用句「手を切るJは全くバ
リエーションを許さない。例えば、「右手を切るJr手を切断するJには文字通りの解釈しか
なく、「足を切る」には慣用句としての「手を切るJに対応する解釈はない。「うだ、つが上が
らなし'Jの「うだっj のように、現代語としては特定の慣用句でのみ使われて、それだけで
意味を取り出しにくい「語Jもある。「手を切る」や「うだ、つが上がらないjは語葉のレベル
でー単位としての記述を必要とする。一方、「手を切断するJのような全くの自由な結合は語
葉のレベルでの記述は必要ない。
r，..，_，を博すJはその中間段階にあり、両方の捉え方ができるようである。「人気/好評を博
する」において、「人気/好評jは明らかにそれ自身の意味を保っている。ここに注目すれば、
これは自由な結合であり、全体の意味を知るためには「博する」の語義を知っている必要が
ある。一方、「博するjの生起の条件はいくつかの点で厳しく制約されており、その意味で目
的語と一体となった形で慣用句としての性格を持っていると見ることもできる。このように
考えれば、「人気を博する」全体の意味を記述すれば足りるのであって、「博するj の語義に
こだわる必要はない。
本格的な通時的考察は本稿の対象外であるが、最後に慣用句的な固定化のプロセスについ
て考えよう。『日本国語大辞典』が挙げる『 禅画滴~ (1852)の例文「然れども外に現れて
浮誉を一時に博するは水上の泡沫なり Jは、目的語の選択や副詞的要素の挿入の点で現代語
-7一
的制約に合致していない。つまり、かつて、漢文の影響を強く受けた文章で「博するJはよ
り自由な結合において生起することができたと考えられる。その後、次第に自由度が減って
いき、慣用匂への固定化が進行しつつあると考えられよう。
このことは言語が創造性と定式性の間でゆらいでいることの一つの現れと見なすことがで
きる。
(東北大学大学院文学研究科言語学講座 助教授)
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